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 愛嬌のある独特な顔寛保 3 年(1743)に彫られた。 

日光市足尾駅  

て
ほ
と
ん
ど
獅
子
像
に
な
り
、
角

を
持
た
な
い
像
も
多
く
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
足
元
に
「
玉
」
や
「
子
犬
」

を
置
く
な
ど
様
々
な
カ
タ
チ
の

狛
犬
も
出
現
し
て
い
ま
す
。 

玉
を
置
い
た
像
を
「
玉
取
り
の
狛

犬
」
、
子
犬
を
置
い
た
像
を
「
子

取
り
の
狛
犬
」
と
呼
び
、
通
常
は

阿
形
が
玉
を
、
吽
形
が
子
犬
を
足

元
に
置
い
て
い
ま
す
。
阿
形
も
吽

形
も
「
両
方
と
も
玉
を
足
元
に
置

い
て
い
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
や
「
吽

形
だ
け
ど
玉
を
持
っ
て
い
る
バ

ー
ジ
ョ
ン
」
な
ど
も
存
在
し
ま

す
。
し
か
し
、
様
式
が
簡
略
化
さ

れ
、
左
右
と
も
に
角
が
な
い
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

旅
先
で
様
々
な
形
相
を
し
た

狛
犬
を
発
見
し
ま
す
。
各
地
の
神

社
を
訪
れ
た
際
に
狛
犬
を
眺
め

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

旅
先
に
て
の
写
真
紹
介 
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狛
犬
っ
て
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石
商
中
里
は 

「
全
優
石
」 

全
国
優
良
石
材
店 

認
定
店
で
す 

お
客
様
や 

地
域
の
繋
が
り
を 

大
切
に
し
て
い
ま
す 

ジ
メ
ジ
メ
し
た 

梅
雨
の
時
期 

雨
も 

又 

楽
し 

 

麻
有
子
の
絵 

先
輩
方
と
一
緒
に
各

所
霊
園
へ
行
き
、
洋
型

墓
石
を
中
心
に
見
学
し

ま
し
た
。
洋
型
は
、
家

ご
と
に
型
や
色
な
ど

様
々
で
、
故
人
が
ど
ん

な
人
物
だ
っ
た
の
か
想

像
で
き
た
り
、
ご
家
族

の
思
い
が
表
現
し
や
す

い
様
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

先
輩
に
お
墓
の
デ
ザ 

イ
ン
や
文
字
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
、
教
え
て
も
ら

い
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

石
に
刻
ん
で
し
ま
っ
て

か
ら
で
は
や
り
直
し
が

出
来
ま
せ
ん
。
お
客
様

へ
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

弘
美
の 

な
る
ほ
ど
！ 

そ
う
な
の
ね
！ 

  

愛嬌のある独特な顔 寛保 3 年(1743)に彫られた物。 

悔しそうな顔？にも見えます。 日光市足尾駅付近 

 境内には様々な形をした獅子らしき物や狛犬が寄進されています。 

天橋山知恩寺（名勝天の橋立）宮津市 

足元に子犬？微笑ましく

もあり、恐ろしくもあり？ 

愛知県 犬山城登城入口 

三光稲荷神社境内 

私
達
夫
婦
は
共
に
八

十
歳
を
超
え
ま
し
た
。
そ

ろ
そ
ろ
、
お
墓
を
建
て
な

け
れ
ば
と
長
男
夫
婦
に

相
談
を
始
め
ま
し
た
。 

し
か
し
、
今
年
四
月
、

友
人
が
お
墓
を
建
て
た

所
、
５
月
に
突
然
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
、
建
て
る
の

が
怖
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
誰
も
亡
く
な
っ

て
い
な
い
の
に
お
墓
を

建
て
た
か
ら
縁
起
が
悪

い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
後
、
こ
の
風
習
が
日
本
に

も
伝
わ
り
ま
し
た
。 

聖
徳
太
子
・
仁
徳
天
皇
・
昭
和
天

皇
も
生
前
に
お
墓
を
建
て
た
よ

う
で
す
。 

「
寿
」
は
長
寿
、
長
命
を
表
し
、

寿
陵
は
長
寿
を
招
く
な
ど
、
縁
起

が
よ
い
も
の
、
お
め
で
た
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

寿
陵
は
縁
起
が
よ
く
な
い
、
早

死
に
す
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、
お

墓
が
穢
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

た
時
代
の
名
残
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 誰

か
身
内
が
亡
く
な
っ
た
時
、

お
墓
を
建
て
る
の
は
と
て
も
慌

た
だ
し
い
想
い
を
し
ま
す
。
墓
を

い
つ
建
て
る
べ
き
に
つ
い
て
は

特
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

思
い
立
っ
た
時
こ
そ
が
最
良
の

時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

お墓ディレクター  
 

 
 

生
前
に
お
墓
を
立
て
て

お
く
事
を
「
寿
陵
」
と
言
い
ま
す
。

「
残
さ
れ
た
家
族
に
金
銭
的
な
負

担
を
掛
け
な
い
よ
う
に
」
「
自
分
は

ど
ん
な
お
墓
に
入
る
の
か
気
に
な

る
」
な
ど
が
建
立
の
理
由
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

「
寿
陵
」
は
古
代
中
国
に
端
を
発

し
、
「
不
老
長
寿
」
を
深
く
信
仰
し

た
秦
の
始
皇
帝
の
お
墓
が
そ
の
起

源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

見えない所にこそ気

を配り、安心の基礎

工事から石工事まで

自社施工。耐震工法

で丁寧に仕上げてお

ります。 

石材の種類 色や形。仏事

の事以外でも世間話しなど

聞かせてください。ご一緒

に考えませんか。まずはお

気軽にお問合せ下さい。 

狛
犬
は
、
獅
子
や
犬
に
似
た
獣

の
姿
を
し
て
お
り
、
神
社
に
奉
納

さ
れ
た
空
想
上
の
生
物
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
神
社
や
寺
院
の
入

り
口
や
本
殿
や
本
堂
の
正
面
に
、

左
右
に
一
対
で
置
か
れ
、
口
元
は

「
阿
吽(

あ
う
ん)

」
の
形
を
表
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
主
に
魔
除

け
の
為
に
置
か
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
角(

つ

の)

が
な
く
口
を
開
い
て
い
る
獅

子
は
「
阿
形(

あ
ぎ
ょ
う)

」
、
角

が
あ
り
口
を
閉
じ
て
い
る
狛
犬

は
「
吽
形(

ん
ぎ
ょ
う
・
う
ん
ぎ

ょ
う)

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
き
な
寺
院
な
ど
で
は
仁
王

像(

金
剛
力
士
像)

も
同
じ
よ
う

に
口
を
開
け
た
「
阿
形
」
と
、
口

を
閉
じ
た
「
吽
形
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
狛
犬
と
同
様
の
意
味

を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

平
安
時
代
の
狛
犬
は
「
獅
子
」

と
「
狛
犬
」
と
に
ハ
ッ
キ
リ
と
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
代
を
経 

 睨みが鋭い！ 

戸隠神社 奥ノ院前 

 

 

 

「あ・うん」がはっきりと

した口元。 

こんぴらさんには 狛犬

が数々寄進されています。

備前焼のものもあります。    

香川県 金刀比羅宮 

 
前橋市 東照宮 本殿前 

台座の石が円形に 

鳥取県三徳山 宝物殿 

 

両方の足元に玉があります。 

三朝温泉付近の散歩途中で見つけました 

お
墓
つ
く
り
・ 

お
墓
の
引
越

し
。
古
墓
の
整

理
等 

墓
所
・
墓
石
に
関
す
る 

悩
み
を
お
持
ち
の
方
に 

出
来
る
限
り
の
ア
ド
バ 

イ
ス
を
致
し
ま
す 

 

 

お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
１
級 

 
 

第
一
営
業
部
長 

真
下 



  

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

丸
み
を
帯
び
た
墓
石
や
小
物
、
桜
御
影
石

で
統
一
。
や
さ
し
い
雰
囲
気
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」
と
刻
み
ま
し
た
。 

建築石材アドバイザー 

小関 部長 

石製品の加工販売か

ら建築の床･壁石貼

り石積工事・タイル

工事等の設計施工。

ご相談下さい。 

 

庭や通路の 

轍や草対策に 

 

御影石の 

ピンコロ貼り 

乱貼り 

 

2
0
1
6

年 

平
成
28
年
の
行
事 

 

7
月 4

日(

月)

米
独
立
宣
言
か
ら
240
年 

10
日(

日)

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
誕
生
50
周
年 

 
 
 

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日 

18
日(

月)

海
の
日 

8
月 5

日(

金)

～
21
日
第
31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

競
技
大
会 

 

ブ
ラ
ジ
ル
／
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
開
催 

6
日(

土)

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式 

9
日(

火)

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典 

11
日(

木)

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
施
行 

15
日(

月)

全
国
戦
没
者
追
悼
式 

 
 
 

 

お
盆 

9
月 

 

7
日(

水)

～
18
日
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ブ
ラ
ジ
ル
／
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
開
催 

10
日(

土)

関
東
・
東
北
豪
雨
か
ら
1
年 

11
日(

日)

米
中
枢
同
時
テ
ロ
か
ら
15
年 

19
日(

月)

敬
老
の
日 

彼
岸
の
入
り 

22
日(

木)

秋
分
の
日 

27
日(

火)

御
嶽
山
噴
火
災
害
発
生
か
ら
2
年 

10
月 10

日(

月)

体
育
の
日 

19
日(

水)

日
ソ
国
交
回
復(

共
同
宣
言)

60
周
年 

11
月 3

日(

木)

文
化
の
日･

日
本
国
憲
法
公
布
70
周
年 

8
日(

火)

米
大
統
領
選 

15
日(

火)

七
五
三 

12
月 12

日(

月)

漢
検
が
「
今
年
の
漢
字
」
を
発
表 

23
日(

金)

天
皇
誕
生
日 

25
日(

日)

ク
リ
ス
マ
ス 

31
日(

土)

除
夜
の
鐘 

      

(株)石商中里は 全国有料石材店の会会員です 

全優石とは、全国の優良・名門石材店 300 社あまりで組織されている墓石業の専門店グル

ープです。1983年創設以来、『お墓づくりは心の福祉産業』をモットーに、「消費者が安心し

てお墓づくりを任せていただける店」を目途に、様々な消費者向け事業を展開しております。 

くらぶちの夏祭り 

8/20 (土) 

午後 2 時～午後 8 時 30 分 

倉渕支所前庭 

第 37 回ぐんま｢はにわの里｣夏まつり・ 

          花火大会 

8/21（日）       

上毛野はにわの里公園 

【まつり】午前 10 時～午後 4 時 

【花火】午後 7 時 30 分～午後 8 時 15 分 

 

 

榛名の祭り花火大会 

8/5(金) 高崎市榛名湖 

湖面に映える水上花火 
午後 7 時 30 分～午後 9 時 

 
第 42回高崎まつり 
8/6（土）・7（日） 

午後１時～ 

神輿渡御・高崎山車まつり 

【大花火大会】8/6日 

午後７時４０分～8時３０分 

烏川和田橋上流河川敷 

榛名ふるさと祭り 

商工祭花火大会 

8/15（月） 

午後 7 時 30 分～ 

下室田町烏川公園 

 

第 36 回箕郷ふるさと夏祭り 

花火大会 
7/31(日)箕郷ふれあい公園 

【夏まつり】 

午前 10 時～午後 8 時 

【花火大会】 

午後 7 時 30 分～午後 20 時 

 

前橋花火大会 

8/13 (土) 

午後 19 時～午後 21 時 

前橋市/利根川河畔 

大渡橋南北河川緑地 

立
っ
た
ま
ま
お
参
り
で

き
る
形
で
す
。
広
い
墓
所

内
に 

石
を
貼
っ
て
掃

除
し
易
く
草
も
気
に
な

り
ま
せ
ん
。
納
骨
室
内
に

般
若
信
教
を
刻
ん
だ
陶

板
を
装
飾
し
ま
し
た
。 

オ
リ
ジ
ナ
ル
墓
石
。
高
級
黒
御
影
石
使
用
。 

「
倶
会
一
処
」
の
文
字
を
刻
み
ま
し
た
。 

限
ら
れ
た
高
さ
の
外
柵
に
曲
線
を
交
え
て 

柔
ら
か
な
雰
囲
気
に
。 

限られた敷地に建つ。回りを囲まず

にすっきりと。解放感があります。 

完成した御墓所には一つ一つ

思いが込められています。紹

介させていただきます。 

五輪塔・お地蔵様・外柵等、

既存石材を活用して、 

明るく広いスペースでお

参り出来るようになりま

した。 

墓
石
は
高
級
黒
御
影
石
を
使
用
し
和
洋
折
衷

型
。
ス
テ
ッ
プ
に
は
桜
の
花
び
ら
を
散
り
ば
め
、

カ
ロ
ー
ト
蓋
に
は
蓮
の
花
を
、
亡
き
御
家
族
へ

の
思
い
を
込
め
て
。 

「
生
き
て
地
に
在
り 

逝
き
て
天
に
在
り
」 

コンクリートを打ち

整然と並びました 

参
道
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
解
体
・
新
規
工
事
。

綺
麗
に
な
り
ま
し
た 


